
 

 

 

 

 

 

項目  

A 

人数

（±） 

（％） 

B 
人数
（±） 

（％） 

C 
人数
（±） 

（％） 

D 
人数
（±） 

（％）  

A+B 

評価  

R5 

前期  

前期
との

比較  
増減
５％

以上  

1 子どもは，楽しく学校生活を送っている。 
23人
（―６）  
47.9  

２４人  
（＋９）
50.0  

０人  
（±０）
0.0  

１人  
（±０）
0.0  

４７人
（＋３）
97.9  

４４人  
 
93.6  

 

2 
子どもは，家庭学習（宿題を含む）の習慣が身につ
いている。 

３２人  
（＋７）
66.7  

１３人  
（−４）
27.1  

３人  
（−２）
6.3  

０人  
（±０）
0.0  

４５人
（＋３）
93.8  

４２人  
 
89.4  

 

3 子どもは，学校や友達のことをよく話す。 
２０人  
（−４）
41.7  

１８人
（＋６）
37.5  

８人  
（±０）
16.7  

２人
（−１）
4.2  

３８人
（＋２）

79.2  

３６人  
 
76.6  

 

4 
子どもは，物事に進んで取り組み，最後まであきら
めずにやり抜こうとする。 

２８人  
（ ± ０ ）
58.3  

１２人
（−２）
25.0  

６人
（＋３）
12.5  

２人
（±０）
4.2  

４０人  
（－２）

83.3  

４２人  
 
89.4  

 

5 

家庭では，望ましい生活リズム（早寝・早起き・朝ご
はん）の定着に努めている。 
寝る時刻 12 年…9 時 34 年…9 時 30 分 56
年…10時 

１８人
（＋１）
37.5  

２６人
（＋５）
54.2  

３人
（−４）
6.3  

１人  
（±０）  
2.1  

４４人  
（＋６）

91.7  

３８人  
 
80.6  

 

6 
家庭では，テレビ・ゲーム，インターネット，メール，Ｓ
ＮＳ等を使うとき，ルールや時間を決めている。 

１３人
（±０）  
27.1  

２６人
（＋３）
54.2  

９人
（－２）
18.8  

０人  
（±０）  
0.0  

３９人
（＋３）

81.3  

３６人  
 
76.6  

 

7 
教師は，児童が理解できるようなわかりやすい授業
に努めている。 

２２人  
（±０）
45.8  

２２人
（－１）
45.8  

４人
（＋３）
8.3  

０人
（－１）
0.0  

４４人  
（－１）

91.6  

４５人  
 
95.7  

 

8 
教職員は，子どもや保護者の思いを大切にしなが
ら関わっている。 

３０人
（＋８）
62.5  

１５人
（−８）
31.3  

３人
（＋２）  
6.3  

１人
（−１）
0.0  

４５人  
（±０）

93.8  

４５人  
 
95.7  

 

9 
学校は，教育方針や教育活動の内容をわかりや
すく，学校・学年だより・保健だより等で伝えてい
る。 

２７人
（＋６）
56.3  

２０人
（－４）
41.7  

１人
（－４）
2.1  

０人  
（±０）  
0.0  

４７人  
（＋２）

98.0  

４５人  
 
95.7  

 

10 
学校は，子どもたちの健康（健康の保持増進・衛
生に関する指導や対策）・安全（設備の整備・環
境美化）に注意をはらっている。 

３０人
（＋８）
62.5  

１６人
（－９）
33.3  

２人
（＋２）
4.2  

０人  
（±０）  
0.0  

４６人  
（－１）

95.8  

４７人  
 
100 

 

＋・－は１学期と比較した人数の変化です。     増減 5％以上         増減２％以上５％未満  

【今後に向けて】 

１学期アンケートでA＋B 評価で８割に達していなかった項目３（学校や友達についての会話）項目６

（家庭でのテレビ・ゲーム等のルール）については，上昇に転じています。項目１（楽しく学校生活を送ってい

る）項目５（望ましい生活リズムの定着）については大幅な上昇がみられました。これらは，ご家庭での声掛

け等のおかげであり，引き続きご協力をお願いします。項目１・３では，日頃の学校生活や家庭生活での様

子に目を配りながら，学校と家庭が連携して安心して生活できるように努めていきたいと思います。項目６で

は，情報を活用するために，自分の行動のリスクを意識し，どのように対処するかについて学ぶことが大切で

あるといわれており，冬休み前にご家庭でも使い方やルールについて話し合う機会を改めてもっていただけ

ればと思います。保護者の皆様にも前向きな取組につながるお声かけをお願いいたします。 

項目４（物事に進んで取り組み，最後まであきらめない）については，減少に転じています。学校では，主体

性を育むために，授業や学校行事の中で自分自身で決定する・判断する場を設定したり，見通しをもって

取り組んだりできるようにしています。この中で，できるようになったことを認め励まし，次の活動につなげてい

きたいと考えています。 

＜令和 5 年度２学期 保護者アンケート結果と今後に向けて＞ 


